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研究成果の概要（和文）：本研究においてはまず血管機能への他のシステムからの多様な影響を検討するため、
血管のゆらぎに注目し、周波数解析を中心として血管運動の新たなマーカーを検討した。その他にも中型の筋性
動脈の拍動に着目し、駆血刺激後の拍動の変化と心血管リスクの関連についても解明し、詳細な血管機能の検討
の準備を行った。次にこれらのマーカーを含めて評価し、血管機能と精神状態との関連について、心臓リハビリ
テーションを中心として検討を行い、日常活動レベルと血管機能の関連、及び精神状態との関連を明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：In this research program, we explored new method of evaluating vascular 
function and we found that the frequency analysis of oscillatory vascular movement was useful for 
the intricate evaluation for vascular function. In addition, we found the behavior of arterial 
pulsation might also present the risk of cardiovascular disease. 
We demonstrated the interrelationship between physical activity, vascular dysfunction exemplified by
 these evaluations and mental status, particularly in the clinical setting of cardiac 
rehabilitation.

研究分野： 循環器内科
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
今後より高齢化社会が進行するに従い、心臓
機能低下に伴う心不全、血管機能低下に伴う
虚血性心疾患、脳血流低下による脳血管疾患、
脳実質機能低下に伴う認知障害などの罹患
者がより増え、経済学的な影響としても非常
に大きくなってくる。そのためそれら疾患群
に対するさらなる治療戦略を考案すること
は急務である。 
 
２．研究の目的 
どのような臓器も多かれ少なかれ血流の良
しあしによって機能の状態が左右される。虚
血によって臓器の機能が障害さる例として
は心臓と脳が虚血に最も弱いが、血管機能と
臓器機能の関連についてはまだ十全には解
明されていない。特に、脳神経機能と血管機
能については最近になって注目度が高まっ
ているものの、まだまだ検討は不十分なもの
にとどまっている。本研究の目的としては血
管内皮細胞及び血管機能と、脳神経機能との
関係について検討を行い、病気の新たな
mechanism 及び新たな治療 strategy につい
て検討するものである。 
 
３．研究の方法 
臨床的に脳神経機能と血管機能がどのよう
に関連するかを検討するため、まずは血管機
能の詳細な検討の方法論確立を目指し、新規
の血管機能法の創出と検証を行った。その中
で血管運動の周波数解析による評価、中型血
管の駆出後拍動運動の変化について、血管疾
患のリスク、炎症の状態、脳神経機能との関
連について検討を行った。さらにはそれらが
臨床現場でどのように有効であるか、心臓リ
ハビリテーション対象患者を中心に精神状
態と血管疾患の関係、血管機能との関係を検
討した。 
 
４．研究成果 
本研究においてはまず血管機能への他のシ
ステムからの多様な影響を検討するため、血
管のゆらぎに注目し、周波数解析を中心とし
て血管運動の新たなマーカーを検討した。そ
の他にも中型の筋性動脈の拍動に着目し、駆
血刺激後の拍動の変化と心血管リスクの関
連についても解明し、詳細な血管機能の検討
の準備を行った。次にこれらのマーカーを含
めて評価し、血管機能と精神状態との関連に
ついて、心臓リハビリテーションを中心とし
て検討を行い、特に日常活動レベルと血管機
能の関連がつよいことを見出し、それらが最
終的には精神状態と強く関連することを明
らかにした。 
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